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普正寺の森（金沢市）の鳥類相と種数の経年変化－1990～2021年の記録－   

手井修三  

Annual changes of the bird species recorded from 1990 to 2021 

in Fushoji Wood (Kanazawa City, Japan) 

Shuzo TEI  

 石川県金沢市の日本海に面し，連続した海岸保安林の一部（通称:普正寺の森，面積0.71 km2）におい

て，1990年3月10日から2021年12月31日（のべ4,009日）に，鳥類相と種数の経年変化を調査した．日本

野鳥の会石川支部（1998）の1977～1997年のデータも含め，20目63科298種の野鳥を記録した．野鳥の目

別の種数比率が高かったのは，スズメ目（131種44.0 ％），チドリ目（57種19.1 ％），カモ目（28種9.4 

％）であった．カモメ科とウミスズメ科を除くチドリ目では，2000～2002年に種数の減少が際立った

が，他目の種数には大きな経年変化はなかった．2005～2016年度にかけてクロマツは大量伐採された

が，大量伐採前に比較して利用種数（樹木等に止まった種数）は，年平均9.5 ％増加した． 

要旨 

キーワード：普正寺の森 鳥類相 経年変化 金沢市 健民海浜公園   

Key words: Fushoji Wood，bird fauna，annual change，Kanazawa City，Kenmin Seaside Park     

はじめに 

 鳥類は飛行生活に高度に適応し，行動範囲が広く

生息域も多様である．また，形態形質と生態の多様

性も生息環境と密接な関係がある．したがって，生

息環境の特徴や収容力は，その鳥類相や個体数に反

映され，これらを規定しているともいえる（千葉，

2016）．  

 普正寺の森（石川県金沢市）は全国的に有名な探

鳥地であり，特に春秋の渡りの時期には多種の野鳥

が観察される．そのため，全国から多くのバード

ウォッチャーが訪れ，県内外のグループの探鳥会や

探鳥ツアー等にも利用されている．1990年には常陸

宮殿下ご臨席のもと，「全国野鳥保護のつどい」の

会場にもなった．さらに，1998年1月に石川県によ 

り「野鳥の森」として指定された．  

 このように全国的に有名な探鳥地であるにもかか

わらず，これまでに普正寺の森で観察された鳥類に

ついて，普正寺の森を含む健民海浜公園の1977～

1997年までの野鳥リスト（日本野鳥の会石川支

部,1998）と普正寺の森の1990～2013年までの年別

の野鳥リスト(手井, 2014)はあるが，経年変化は示

されていない．さらに，2013年以前の追加記録や

2014年以降の記録，外来種の報告はなく，基礎情報

として不十分である．2005～2016年度にかけて松く

い虫対策のために，高木の優占種であったクロマツ

Pinus thunbergii が大量に伐採され，落葉広葉樹が多

い針広混交林に変化した．そのため，長期間の観察

記録により、環境変化に対する鳥類相の経年変化を 
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とらえられる稀有な場所でもある．  

 本研究では普正寺の森における，1990年3月から

2021年12月までの鳥類相と種数の記録と，過去の文

献記録をまとめ，経年変化を示すことを目的とし

た．また，クロマツの大量伐採が種数等の経年変化

に与える影響も考察した． 

  

調査地と調査方法 

 調査地は石川県金沢市の日本海に面し，連続した

海岸保安林の一部（通称：普正寺の森 36°35’14” - 

36°36’4” N，136°34’42” - 136°35’21” E）である（図

1）．面積は0.71 km2で，そのうち65 ％は健民海浜

公園に含まれている．標高は0～18 mである．調査

地には，大規模な病院，プール（健民海浜プー

ル），駐車場，サッカー場，民家25軒，小規模な工

場や神社も含まれる．1983～1999年には石川県野鳥

園（1.4 ha）が開設されていた．普正寺の森の西側

は日本海で，東側には2級河川（犀川）がある．ま

た，普正寺の森の周辺1 km以内は，住宅用地，水

田，工業用地が多く，畑，簡易サッカー場や観客席

のあるソフトボール場，中学校や大型の店舗等もあ

る． 

 1990～2006年頃の植生は，高木では成熟したクロ

マツが優占種で，ハリエンジュ Robinia pseudoaca-

cia，エノキ Celtis sinensis，オニグルミ Juglans 

mandshurica 等，低木にはコマユミ Euonymus 

alatuso，キンギンボク Lonicera morrowii 等が混在

していた．林床はジャノヒゲ Ophiopogon japoni-

cus，ハマダイコン Raphanus sativus，コバンソウ 

Briza maxima 等に密に覆われ草本層も発達してい

た．しかし，松くい虫対策のためにクロマツ（多く

は高木）は，2005～2016年度に合計11,836本が伐採

された．特に，2007年度には3,050本，2008年度は

2,340本の大量伐採が行われた（図2）．そのために

森は一時期明るい箇所も多くなった．その後，2011

年頃以降の高木は，エノキを優占種とし，ハリエン

ジュ，ニワウルシ Ailanthus altissima，クマノミズキ 

Cornus macrophylla 等の落葉広葉樹が多い針広混交

林に変化した．また，クロマツの伐採地周辺は，コ

マユミやキンギンボク等の低木が増加した． 

 調査は主に普正寺の森の内部に設けた高頻度調査

域（28.7 ha）で行った（図1）．林内の遊歩道等の

延長4.2 kmを歩き調査した．調査日数は月平均10.5   

± 3.4日（平均 ± 標準偏差）（範囲3–24，n=4,009）

である． 調査期間は1990年3月10日から2021年12月

31日である．記録には約60倍の望遠鏡を用いて，普

正寺の森から観察された周辺の鳥類も含めた．ま

た，多くのバードウォッチャー等から情報を集め

た．樹木・地上・建物・電線等（普正寺浜・池等を

含み，日本海・河川・防波堤等は除く）に止まった

種（以下，利用種）も記録した． 

 日本鳥類目録（改訂第7版）のPart A日本鳥類目

録（日本鳥学会，2012）に記載されており，自然分

布等からも本調査地の野鳥の記録として適正である

種（以下，野鳥）を表1に掲載した．ただし，日本

野鳥の会石川支部（1998）の1977～1997年の普正寺

の森を含んだ健民海浜公園の野鳥の記録も含めた．

なお，アビ科のオオハムとシロエリオオハムは，遠

くからの観察では同定が困難であることが多い．そ

のため，アビおよび，オオハムまたはシロエリオオ

ハムの記録がある年には，アビおよびアビ類の記録

として種数に含めた．表1に含まれた種以外で，自

然分布等からも本調査地の野鳥の記録として適正で

ない種，および家禽（以下，外来種等）は表2に掲

載した． 

  

結果と考察 

 1990年3月10日から2021年12月31日までに，20目

61科284種の野鳥が記録された（以下，特記のない

種数は野鳥を示す）．日本野鳥の会石川支部

（1998）の1977～1997年の普正寺の森を含んだ健民

海浜公園の記録を含めると20目63科298種（表3），

利用種は17目54科240種（表1），外来種等は4目6科

7種であった（表2，4）．1991～2021年の年平均種

数は，153.8 ± 12.7種（平均 ± 標準偏差）であった

（図2，表3）．高木の優占種がクロマツであった

1991～2004年と，クロマツの大量伐採が始まった

2005年以降の年平均種数の比較では，それぞれ

143.3 ± 8.3種，162.5 ± 8.3種であり，平均値では大

量伐採後に13.4％増加した．1991～2004年の14年間

では140種以下が6か年あり，160種以上は記録され

なかった．一方，2005年以降の17年間には140種以

下はなく，160種以上が10か年記録された（図2，表

3）． 

 春秋の渡りの時期には，特に多種の野鳥が記録さ  
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図1 調査地 国土地理院電子地形図を加工して作成． 

れた．調査日あたりの種数の上位は，春期には2013

年5月12日の75種，2009年5月5日の70種，2011年5月

4日の70種，秋期には2017年11月3日の68種，2006年

11月18日の63種，2010年11月14日の63種であった．

巣内雛および巣立ち雛の記録のある種は13種，巣内

雛の記録はないが巣立ち雛の記録のある種は20種で

あった（表1）．なお，巣立ち雛には早成性鳥類の

雛も含む． 

 環境省レッドリスト2020（環境省，2020）におけ 

る，絶滅危惧IA類は3種，絶滅危惧IB類は6種，絶滅

危惧II類は20種，準絶滅危惧は17種が記録された

（表1）．また，いしかわレッドデータブック2020

（石川県，2020）における，絶滅危惧Ⅰ類は8種，

絶滅危惧Ⅱ類は14種，準絶滅危惧種は27種が記録さ

れた（表1）． 

 

（1）経年変化について顕著な増減を記録した種   

 情報不足と思われる種を除き，近年，記録される 
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年が特に増加している種は，カワアイサ（1990～

2004年は15年のうち4年に記録，2005年以降は17年

のうち15年に記録），ミゾゴイ（1990～2008年は記

録なし，2009年以降は13年のうち7年に記録），ダ 

イゼン（1990～2004年は記録なし，2005年以降は17

年のうち9年に記録），アリスイ（1990～2006年は

17年のうち3年に記録，2007年以降は15年のうち14

年に記録），コウライウグイス（1990～1999年は記

録なし，2000年以降は22年のうち14年に記録），シ

ロハラホオジロ（1990～2003年は14年のうち3年に

記録，2004年以降は18年のうち16年に記録）であっ

た（表3）． 

 一方，特に減少している種は，シノリガモ（1990

～1996年は毎年記録，1997年以降は25年のうち2年

に記録），アカモズ（1990～2002年は13年のうち12

年に記録，2003年以降は19年のうち3年に記録），

コシアカツバメ（1990～1999年は毎年記録，2000年

以降は22年のうち5年に記録）であった（表3）．  

 

（2）目別種数   

 目別の種数比率は，スズメ目（131種）がもっと

も高く44.0 ％，次にチドリ目（57種）19.1 ％，カモ

目（28種）9.4 ％であった（表5）．目別の種数比率

を，本調査地と石川県全域（日本野鳥の会石川， 

2021）で比較すると，本調査地ではスズメ目が最大

で2.4％高く，ミズナギドリ目が最小で1.9%低かっ

たが，本調査地と石川県全域では著しい違いはな

かった．舳倉島（日本野鳥の会石川，2021）との比

較では，カモ目が最大で2.4％高く，スズメ目が最

小で5.8％低かった．河北潟（川原・中川，2017）

との比較では，スズメ目が最大で8.3％高く，チド

リ目が最小で3.8%低かった．明治神宮（東京都）

（日本野鳥の会東京，2016）との比較では，チドリ

目が最大で18.0 ％高く，スズメ目が最小で14.5 %低

かった（表5）． 

 目別の種数の経年変化は，カモメ科とウミスズメ

科を除くチドリ目では2000～2002年に，他目の経年

変化に比較すると種数の減少が際立った（図3）．

チドリ目のチドリ科とシギ科は，普正寺の森の南側

の砂浜から海岸へ流れる排水路で採食している個体

が時々観察された．しかし，2000～2002年は排水量

の少ない日が多く，種数が減少した要因の一つと考

えられる．  

 

（3）利用種   

 高木の優占種がクロマツであった1991～2004年

と，クロマツの大量伐採が始まった2005年以降の利

用種の比較では，それぞれ114.3 ± 6.9 種，125.2 ±  

手井修三 

図2 普正寺の森における野鳥の種数，利用種数，マツ類伐採累積本数の経年変化 
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普正寺の森（金沢市）の鳥類相と種数の経年変化  

図3 普正寺の森における野鳥の目別種数の経年変化 

図4 普正寺の森における野鳥の利用種目別種数の経年変化 
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6.8 種であり，平均値では大量伐採後に9.5 ％増加し

た（表6）．利用種の種数が10種以上であったカモ

目（20種），ペリカン目（11種），チドリ目（40

種），スズメ目（126種）では，カモ目（-7.2 ％）

は減少し，ペリカン目は変化なく，チドリ目（22.6 

％）とスズメ目（8.5 ％）は増加した．また，その

他の目で減少したのはヨタカ目とフクロウ目である

が，種数の少ない目（それぞれ1種と5種）であっ

た．さらに，目別の最大種数の差は2種減から5種増

で，最小種数の差でも1種減から2種増であり，著し

い変化はなかった．目別の種数比率についても，カ

モ目の1.5 ％減少からツル目の1.0 ％増加が，もっと

も大きな変化であり，鳥類相にも大きな変化はな

かった（図4，表6）． 

 1995年頃よりデジタルカメラが普及し，2000年頃

には多くのバードウォッチャーが使用するようにな

り，本調査地でも鳥類の種同定はかなり容易になっ

た．また，本調査地でのバードウォッチャーは1990

年代に比較すると，2000年代以降は徐々に増加して

いる．しかし，これらを考慮しても 1991～2004年

と，クロマツの大量伐採が始まった2005年以降では

利用種の大きな経年変化はなかったと考えられる．

また，スズメ目は樹木を利用する種も多く，高木の

クロマツの大量伐採により，もっとも影響を受ける

と考えられるが，種数に大きな経年変化はなかっ

た．スズメ目は低木や草本を利用する種も多いが，

低木や草本に大きな変化がなかったのも要因と考え

られる．これらの経年変化は，高木のクロマツが大

量に伐採され，落葉広葉樹の多い針広混交林に変化

しても，低木や草本の植生に大きな変化がなけれ

ば，鳥類相や利用種の種数に，著しい経年変化は生

じないことを示唆していると考えられる． 

 

（4）普正寺の森と国内各地域の野鳥種数の比較   

 国内各地域の野鳥の種数を，書籍やインターネッ

ト等で調べるとともに，全国の多くの方から各地域

の種数の情報を多数えた．著者の知見では，石川県

内で普正寺の森（調査期間：1977年以降）以外に，

野鳥の種数が200種を超える地域は，大聖寺川下流

域204種（調査期間：1984年以降）（日本野鳥の会

石川支部，1998），片野鴨池209種（調査期間： 

2002年以前）（大畑ほか，2002），七尾西湾253種

（調査期間：不明）（日本野鳥の会石川支部，

1998），河北潟283種（調査期間：1963年～2017年5

月）（川原・中川，2017），舳倉島373種（2017年

以前）（日本野鳥の会石川，2021）である． 

 海に面していない8県の県全域の野鳥の記録は，

山梨県269種（調査期間：2019年以前）（日本野鳥

の会甲府支部，オンライン），奈良県276種（調査

期間：2021年12月26日以前）（日本野鳥の会奈良支

部，オンライン），栃木県293種（調査期間：1946 

年1月～2000年7月）（栃木県自然環境調査研究会鳥

類部会，2001），長野県308種（調査期間：1979～

2011年）（日本野鳥の会長野支部，2012），岐阜県

310種（調査期間：不明）（日本野鳥の会岐阜，

2016），滋賀県310種（調査期間：2015年10月31日

以前）（日本野鳥の会滋賀，2015），群馬県328種

（調査期間：2019年8月以前）（日本野鳥の会群

馬，2020），埼玉県347種（調査期間：1978年4月～

2020年2月）（日本野鳥の会埼玉，オンライン）で

ある．  

 北海道・本州・四国・九州の4島（沖縄本島・対

馬・舳倉島等の小さな島を除く）において，調査範

囲10 km2以下の野鳥の種数が多い地域は，曽根干潟

（福岡県）237種（調査期間：1977年以降）（武

下，2017），和白干潟（福岡県）240種（調査期

間：1980～2018年）（和白干潟を守る会，オンライ

ン），大阪南港野鳥園（大阪府）250種（調査期

間:1983年～2020年5月）（大阪南港野鳥園，オンラ

イン），蒲生干潟（宮城県）276種（調査期間：

1971年以降）（佐場野，2014）である． 

 また，上記の条件で調査範囲100 km2以下の野鳥

の種数が多い地域は，クッチャロ湖およびベニヤ原

生花園（北海道）290種（調査期間：不明）（大

橋，2014），今津（福岡県）304種（調査期間：

1997年5月1日以前）（岡部，1997），霧多布湿原周

辺（北海道）309種（調査期間：1974～2003年）

（片岡義廣，オンライン），春国岱および風蓮湖

（北海道）339種（調査期間:2013年度以前）（根室

市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター，オンラ

イン）である．なお，これらの8か所の地域は，野

鳥の種数が多い干潟および湖や湿原が調査地内に含

まれている． 
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